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を試みるのが，前者の⽝瑞穂草 (Mizuhogusa Segenbringende Reisaehren,





































































































































の文字でいえば，日本人が Sen と発音しようが Shi と翻訳しようが，これ






























該当する発音 Ten chi jin(nin) 声

































(Giyau shio，発音は Giyo shio)〉ともいう。(񨌜񨌜)この行書を用いて，日本の


















































(񨌜񨌜񨌜)〈五十韻〉の go とは数字の五のこと，ju は十のことで，goju は漢数
字の五十を表わしている。in は(古い中国語で)韻のこと。























い ろ は に ほ へ と ち り ぬ る を
わ か よ た れ そ つ ね な ら む(ん)
う ゐ の お く や ま け ふ こ え て
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2－ 3 ．書き方，繰り返し符号，句読法
〈いろは〉には ti と tu と si の音が欠けているが，代わりに chi(発音は
tsi)，tsu，shi という音で表現される。母音で終わる音節はすべてが短く
発音され，音節の終わりのuはほとんど発音されることがない。フランス
語で言えば，無音の e のようである。例えば，砂 Suna の発音は s`na，草
Kusa の発音は k`sa，官 Kuwan の発音は k`wan といった具合になる。〈濁
り〉によって，kの音はすべてgの音になる。sa，se，so，su が za，ze，
zo，zu になり，shi，chi が ji になり，tsu が dzu に，ta，te，to が da，
de，do に，そして hの音すべてと fu の音は，bの音に変化する。これは
合成するときに，開音節と᷷がる子音が起こす現象なのである。〈〇(Maru)〉


















美 之 惠 比 毛 世 寸










2－ 4 ．二 重 音
長音節は，様々な表音文字を組み合わせて作られる二重音節によって表
現されている。例えば ho という音節が，hou や hofu，hoho になったり，
jo という音節が deu や desu 等になったりするように，その意味や相応の
漢字によって作られる。二重子音は，閉音節のuで終わる相応の音節と結
びついて作られる。例えば，驚いたことを意味する bitsukuri，六百を意

































































訓 読 み 音 読 み
1 ) Shiyo giyau mu shiyau Sho giyo mu jo
2 ) Ze shiyau metsubau Ze sho meppo
3 ) Shiyau metsusu metsusu ji Sho metsu metsu ji
4 ) Jijaku metsusu ii raku Jaku metsu i raku
(񨌜)〈経〉の原典分析。ここで気づくことは，同音の言葉が様々な漢字で書か
れることによって，様々な解釈ができるということである。
1 ) Shiyo giyau(Sho giyo)というのは，行為，行動のことであり，shiyo(sho，
合成語でのみ使用)は，ある行為の行われる場所，地点のこと。kiyau(kiyo，ki は
濁りによって，gi に変化)は，仏教徒の戒律や寺院規則のこと。よって sho giyo
は，私たちの行為が行われている場所や時間，すなわち存在を表現していると
言っていいだろう。muは否定の接頭辞。shiyau(jo，shi は濁りによって ji に変化)
は，真の，真実を意味する。





4 ) Jijaku metsusu(jaku met(s))は死。jiyaku(jaku)は死ぬことで，これはある
仏僧の死にだけ関連させて用いられている。metsusu は死ぬこと。ii(i)は，良
い，気分よい，正しいこと。raku は健康の意で，苦痛や苦労，不安からの解






























2 ) Waga(waka)は自分自身，私たち自身。yo は世界，人生。tare は誰，誰も
が。so(濁りによって，zo)は，ここ。tsune は，通常の，一般の。naran の代わ
りの naramu( nの代わりに，古い語尾mu)は，であるを意味する助動詞 nari の絶
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1 ) いろ わ(は) にほへ ど(と) ちり ぬる を
2 ) わが(わか) よ たれ ぞ(そ) つね ならん(ならむ)
3 ) うい(うゐ) の おく やま きよ(けふ) こえて





























4 ) Asaki ないし asai は，浅い，深くないという意味。yumemi は，夢を意味














( 2 ) 原文のローマ字表記に漢字を当てた場合，原則として〈 〉でくくる。以
下同。




( 4 ) ユンカーが来日した明治五年に，初代天皇である神武天皇が即位した年を
元年として計算する日本独自の年号が制定された。本稿では( )のなかに両
者を併記している。
( 5 ) ⼦語⽜は，収集するではなく，語るという意味。
( 6 ) ⼨千字門⽞は正確には⽝千字文⽞と書かれる。孔子の教えの手引書ではな
く，習字の手本である。
( 7 ) ⼨古事記⽞や⽝日本書紀⽞に登場する阿直岐は，百済よりの使者と言われ
ている。筆者注にはAnaki という発音で紹介されているが，現代において
はAchiki という発音で認識されている。
( 8 ) 本書にはKiya ming と発音が表記されているが，前後の文脈から，これ
は⽛仮名⽜と推測される。
















ただし，kau と kou の区別は厳密ではない。
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(18) イロハモミジの学名は，正しくはAcer polymorphum Thunb。
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